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【
投
稿
規
定
】

・
投
稿
資
格
は
、
基
本
的
に
大
学
（
修
士
相
当
以
上
）
で
美
術
史
に
関
す
る
専
門
的
な
教
育
を
受
け
た
か
、
美
術
館
・
博
物
館
も
し
く
は
そ
の
他
研
究
施

設
に
籍
を
有
し
た
こ
と
が
あ
る
者
と
す
る
。

・
投
稿
内
容
は
「
論
文
」
と
「
資
料
紹
介
」
を
主
と
し
、
日
本
の
近
世
美
術
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
の
文
化
に
関
係
す
る
未
発
表
の
も
の
と
す
る
。
い

わ
ゆ
る
「
焼
き
直
し
」
や
「
サ
ラ
ミ
論
文
」
は
認
め
な
い
。

・
原
稿
量
に
つ
い
て
、「
論
文
」
は
本
文
を
８
０
０
０
字
（
４
０
０
字
詰
20
枚
）
以
上
と
し
、
特
に
上
限
を
設
け
な
い
。「
資
料
紹
介
」
は
内
容
に
応
じ
る

も
の
と
す
る
。

・
本
文
は
デ
ジ
タ
ル
原
稿
と
し
、
必
要
な
図
版
と
と
も
に
、
毎
年
八
月
末
日
ま
で
に
編
集
責
任
者
に
提
出
す
る
。

・
写
真
掲
載
に
関
し
て
は
、
執
筆
者
が
責
任
を
も
っ
て
許
認
可
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

・
採
否
の
判
定
は
、
査
読
委
員
の
合
議
に
よ
っ
て
判
断
す
る
。

【
査
読
基
準
】

・
評
価
は
以
下
の
三
点
を
基
準
と
し
て
行
う
。

一

テ
ー
マ
選
び
の
妥
当
性 
→ 
有
用
性
（
意
義
）
と
新
規
性
の
充
足

a 

有
用
性
（
意
義
）
→ 

真
理
探
究
の
精
神
に
基
づ
き
、
日
本
の
近
世
美
術
に
関
す
る
歴
史
観
の
構
築
に
寄
与
し
た
か
。

b

新
規
性
→ 

学
術
研
究
の
蓄
積
に
対
し
、
新
た
に
得
ら
れ
た
内
容
は
あ
っ
た
か
（
以
下
の
い
ず
れ
か
を
求
め
る
。）

1

新
た
な
歴
史
観
の
提
示
（
既
存
の
評
価
と
異
な
る
視
点
や
解
釈
）

2

新
資
料
の
紹
介
と
歴
史
的
位
置
づ
け

3

既
知
資
料
の
新
解
釈

二

論
述
内
容
の
妥
当
性 

→ 

論
理
性
の
担
保

a

反
証
と
論
証
（
証
明
）
の
充
実

b

作
品
論
と
資
料
論
の
バ
ラ
ン
ス

三

論
述
形
式
の
妥
当
性 

→ 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

a

章
立
て
（「
は
じ
め
に
」
と
「
お
わ
り
に
」
を
含
む
）
の
適
切
さ

b

文
章
の
平
明
さ

c

本
文
と
註
の
バ
ラ
ン
ス

d

資
料
引
用
や
註
の
公
平
性

・
査
読
委
員
の
選
任
を
は
じ
め
と
し
た
査
読
に
関
す
る
全
責
任
は
、
編
集
責
任
者
が
一
切
を
負
う
。

・
査
読
委
員
は
編
集
責
任
者
に
加
え
、
内
容
に
応
じ
た
外
部
の
専
門
家
二
名
に
委
嘱
す
る
。

・
掲
載
の
可
否
は
、
そ
の
理
由
と
と
も
に
執
筆
者
に
伝
え
る
こ
と
と
し
、
掲
載
論
文
の
み
、
査
読
者
お
よ
び
掲
載
理
由
を
公
表
す
る
。

・
査
読
委
員
が
論
及
作
品
の
資
料
性
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
使
用
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。

・
作
品
や
文
献
に
関
し
、
査
読
委
員
が
別
資
料
を
把
握
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
提
供
し
た
う
え
で
反
映
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

・
第
三
者
に
伝
え
る
た
め
の
文
章
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
文
体
や
専
門
用
語
の
使
用
に
つ
い
て
再
考
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。



【
編
集
後
記
】

今
回
は
投
稿
が
少
な
く
、
拙
稿
を
含
め
て
二
篇
の
掲
載
と
な
っ
た
。
大
本
美
月
氏
の
論
考
は
、
学
部
の

卒
業
論
文
に
手
を
加
え
、
体
裁
を
整
え
た
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
専
論
の
な
か
っ
た
竹
生
島
の
宝
厳
寺

所
蔵
「
北
斗
九
星
像
」
を
取
り
上
げ
、
特
に
二
使
者
の
役
割
に
つ
い
て
重
要
な
指
摘
を
行
っ
た
。
図
像
が

持
つ
意
味
や
そ
の
信
仰
を
知
る
う
え
で
、
今
後
の
美
術
史
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。【
査
読
総

評
】
で
も
記
し
た
が
、
本
誌
は
「
投
稿
規
定
」
で
「
日
本
の
近
世
美
術
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
の
文
化

に
関
す
る
」
と
の
編
集
方
針
を
示
し
、「
日
本
近
世
美
術
」
と
冠
す
る
雑
誌
で
あ
る
た
め
、
分
野
が
異
な
る

と
の
ご
批
判
を
い
た
だ
く
こ
と
だ
ろ
う
。
た
だ
、
南
宋
時
代
に
描
か
れ
た
信
仰
対
象
の
絵
画
が
、
そ
の
後

の
日
本
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
例
は
少
な
く
な
く
、
図
像
の
継
承
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
近

世
絵
画
研
究
に
と
っ
て
意
義
深
い
論
考
で
あ
る
の
は
論
を
俟
た
な
い
。
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
た
判
断
に
対

し
、
ご
理
解
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
五
号
の
発
刊
を
も
っ
て
本
誌
は
所
期
目
標
の
ひ
と
つ
を
達
し
た
。
前
職
の
黒
川
古
文
化
研
究
所

で
研
究
紀
要
『
古
文
化
研
究
』
の
刊
行
を
始
め
た
際
に
は
、
書
き
手
が
今
回
の
査
読
で
お
世
話
に
な
っ
た

竹
浪
遠
氏
と
私
し
か
お
ら
ず
、
な
ん
と
か
五
号
ま
で
は
続
け
る
と
最
低
限
の
目
標
を
掲
げ
た
。「
研
究
所
」

の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
紀
要
を
活
動
の
根
幹
と
位
置
付
け
た
こ
と
も
あ
り
、
現
時
点
で
二
十
号
を
刊
行
す
る

に
至
っ
て
い
る
。
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で
く
れ
た
研
究
員
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
誌
の
目

標
と
し
て
も
追
随
し
た
い
と
思
う
。

実
は
本
誌
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
、『
古
文
化
研
究
』
だ
け
で
な
く
、
考
古
学
の
立
場
か
ら
貨
幣
を
論
じ

た
研
究
誌
『
出
土
銭
貨
』(

出
土
銭
貨
研
究
会
発
行)

に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
同
誌
は
一
九
九
四
年

の
発
刊
以
来
、
三
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
四
十
三
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
拙
稿
に
関
し
て
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
兵
庫
県
埋
蔵
銭
調
査
会
の
代
表
・
永
井
久
美
男
氏
の
存
在
な
く
し
て
成
し
得
な
か
っ

た
、
と
み
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
誌
を
刊
行
し
続
け
る
に
は
、
主
宰
者
や
編
集
者
の
多
大
な
熱
意
が
不
可

欠
だ
と
痛
感
す
る
か
ら
で
あ
る
。
永
井
氏
の
熱
意
に
倣
い
、
改
め
て
本
誌
を
若
手
研
究
者
育
成
の
場
と
位

置
付
け
、
で
き
る
か
ぎ
り
刊
行
を
続
け
て
い
く
と
決
意
を
新
た
に
し
て
次
号
以
降
に
備
え
た
い
。

【
執
筆
者
略
歴
】

大
本

美
月
（
お
お
も
と
・
み
づ
き
）

一
九
九
九
年
、
宮
城
県
生
ま
れ
。
二
〇
二
二
年
三
月
、
東
北
大
学
文

学
部
人
文
社
会
学
科
卒
業
。
同
年
四
月
よ
り
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
勤
務
。

杉
本

欣
久
（
す
ぎ
も
と
・
よ
し
ひ
さ
）

一
九
七
三
年
、
京
都
市
生
ま
れ
。
一
九
九
八
年
三
月
、
早
稲
田
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
芸
術
学(
美
術
史)

専
攻
修
士
課
程
修
了
。
同
年

四
月
よ
り
、
黒
川
古
文
化
研
究
所
に
勤
務
。
二
〇
〇
九
年
三
月
、
早
稲

田
大
学
に
て
博
士(

文
学)

の
学
位
を
取
得
。
二
〇
一
八
年
四
月
よ
り
、

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
准
教
授
と
し
て
日
本
近
世
絵
画
史
を

研
究
。
著
書
に
『
鑑
定
学
へ
の
招
待
―
「
偽
」
の
実
態
と
「
観
察
」
に

よ
る
判
別
』(

中
央
公
論
美
術
出
版

二
〇
二
三
年)
ほ
か
。

和
令
四
年
（
二
〇
二
二
）
十
二
月
二
十
五
日

発

行

一
般
財
団
法
人 

北
島
古
美
術
研
究
所

京
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石
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九
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編
集
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〇
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五
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仙
台
市
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電

話

〇
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九
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